
将来  。広大移転  。プロ野球 。旅行 。免許

。河合奈保子  。松田聖子  。夏休みの計画

Q7,Q8を 通してサークル活動あり、遊びあり

勉強ありでいろいろな人物がいて大いに結構。今の

時期には大学の講義とは別に、大いに遊び、大いに

読書 し、大いに勉強すべ きだろう。

以上、アンケー トの結果 と、それに対する編集部

な りのコメントをまとめてみた。はたして読者はこ

のアンケー トにどのような見解を持つだろうか ?

午後 1時 50分、多少の時間的遅れ と、 もう少 し

美 しいバスガイ ドお くれ と共に総勢約 106名 は、

広大を出発 しました。目立ちたが りの Kと Nは見送

る在校生たちにせい一杯の愛敬をふ りまき、挙句の

はてには電停の女性に も別れの挨拶。自い眼の返事

にもめげず、「 明るい総科 56生 」は一路西条へ。

楽 しい楽しいバスの旅。交通渋滞のイライラも、

地域住民 との対話 (「 おい坊主、 ここどこや?」「

どこの学校 ?」 )や、校歌せい唱、仮面ライダーの

歌でまざらわしていました。田植えも近 き田ンぼが

ひろが り、人影 もまば らになると、 しだいにバスの

中の空気が重々しくなってきました。「 ここが西条

かっ′」「 四年 になったらここへ来るんかっ/」 一

「 不安の総科 56生 」でした。

小高い研修センターに着 くとす ぐさま、大研修室

へ。学部長代理の挨拶に続 くは、高橋先生の講演「

人間 と環境 」。結局は山火事には気を付けようとの

ことでした。今夜のために本能的に眠っていた人が

多 くいたようでした。センターの係員 さんの諸注意

のあと、各 自指定の宿泊室へ。ここでア然 としたの

が、約半数の男たち。なんと彼 らは研修センターの

されいな部屋 と女性たちと離れて器具庫へ。

今 日も元気だ56生〃西条の巻

「 なんとい う差別だ ぁ― /わ しらは器具か ぁ一 ′」

夜空に向かって叫びました。今に も空は泣 きだしそ

うでした。

5時半か ら夕食 と入浴。器具庫組は食堂に入れず

まず入浴。この日のために、体のアカをとっておい

たとい う下宿生は風呂に大歓喜 /陽気な奴 らは隣 り

の女湯にとどけとばか り春歌の大合唱。楽しくアカ

を落 としたあとは、楽 しい食事が・……待 っていませ

んでした。ガランとした食堂で器具庫組はそれな り

に楽 しく食事をしました。

7時半か らは文系、理系に分かれての「 研修 J。

文系、理系 どっちつかずの ｀こうもり男
″
は少数で

あったようでした。理系の笑い声を尻耳に、文系で

は激 しい討論を経なが ら各 コースの説明がなされま

した。個人的に専門的な質問 も出ましたが、全体的

な討論 という型には発展せず、あまり有益な研修 と

はいえませんでした。が、最後に飲んだビールは う

まかったです。

8時半か らは、さめ、待 ちに待 った「 特別研修 」

の時間です。かわいそうな器具庫組の所へ、女性た

ちと二人の先生が加わ り、大競演。「 あ、あの人が

あんな芸を……。 」「 やっぱ りやったか。 」の感想

部集編
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と共に、歌やおどりで大熱気。M2/1_の奇妙な合い

の手 も交えなが ら、一人一人 と役者が出現。 off
icial な消灯時間 もなんのその、酒やジュース

は次々されたが、出演依頼は きれません。「 安芸の

国 」合唱 12時 まではの どをか らして叫びました。

先生たちが「 おやすみ 」とひき上げていって も、

若いエネルギーはまだあ りあまっています。器具庫

組の勇士たちは夜ばいを敢行 しました。 ところが、

三度 とも失敗におわ り、あえなく徹退。セ ンター組

を羨ましく思い、闇に向かって叫びました。「 神保

オ ～～、真邦子 ォ ～―。 」外はまった くの闇で、人

家はまった く見あた りません。不燃焼エネルギーを

いくらでも吸いこんでしまうよ うな自然がそこにあ

るだけでした。仕方がないのでわずかな虎の子の酒

をチビリチ ビリとや りなが ら、器具庫組約 10名が

人生論か ら女の話 (主にこれだが )の花を咲かせま

した。四時半頃、器具庫組の悲 しみを知るかのように

雨が落 ちできました。「 あしたのソフトはどうなる

んや 」と心配 しなが ら消灯 しました。

明けて 17日 、午前六時頃、空は曇 ってますが雨

は落ちていません。「 ソフトができるぞぉ― 」、

誰かが叫びました。すると、その声で曇が振動 した

のか雨が落ちてきました。なんとい う/ソ フ ト中止

の時は、チューター別の演芸会の予定です。はっき

り言 って芸は昨 日、出しつ くしたのです。不安の ま

ま、我々は朝食を取 りました。

朝食を取 り終わった 8時半か ら、チューター別の

「 研修 」があ りました。入学後のガイダンス以来の

チューター別行動で、 その時はっきりしていなかっ

た姿形が身近かな会話の内に認識 されるようになり

ました。このような少人数での研修はできるだけ、

今後 もとるべきだと思われます。

11時か ら昼食。これは今までの内で最高のメニ

ューでした。久々の肉が食えた後はどうにか雨 もや

み、ついにきましたソフ トボール大会。授業 さぼっ

て練習 した成果を見せる時。かな り個性的なプレー

ヤー も出現 しました。チアガールのN君、満場をわ

かせた投球術を見せた I君、一番人をさそって練習

したくせに、アッサ リ三振 したK君、女の声援 に上

がってしまったY君など……。 ところが、盛 り上が

りかけた所へ、雨の襲来。やむえず二試合で中断。

いかんともしがたい天候でした。

2時半、雨に漏れた体をふ くと、だされたのは掃

除命令。昨夜のあ とかたづけを念入 りに行なった器

具庫組、や っと愛着のつきかけた器具庫 をあとにし

ました。センター内でしばしの時間ゲームをしまし

たが、 この辺か ら疲れの見え始めた人が……。そし

て最後の行事、表彰式。ソフ トボールを盛 り上げた

人々が色々な賞品を獲得 しました。その後、せか さ

れるようにバスに乗 ると、ちゃんとガイ ドさんが変

わっていました。

帰 りのバスは、にぎやかな人がひどくに ぎやかで、

笑 う人は笑っていましたが、疲れて寝ている人には、

ひどく雑音に聞こえたはずです。広大には 5時すぎ

に着き、各チューターごとに反省会に散って行 きま

した。 さあ、明日も元気でい こう/
1日 ちょっとの研修でしたが、腹を割って話せる

友人が増 えたと思います。筆者の見てない事は書け

ませんでしたが、 これを読んで下さったみなさんが

自分個人の思い出をひき出すきっかけとなれば幸い

と思いシャープペンシルをお きます。

西条研修 PART I
「 より深い交流を」

5645066高 田 か お る

西条研修の意義は、結局、何だったのか。おそら

くオリエンテーション・キャンプのそれと変わりな

いと思う。つまり、より深い交流を創 りだすことで

あろう。
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総科へ入つて、学部内の結束がとかく話題になる

ことが、初めは不思議だつた。けれど、次第に慣れ

ると、総科が強い結束を目標にしており、またそれ

を実現できるのは総科しかないという気がしてきた。

入学以来、総科 56生 というのは、とにか く明る

い雰囲気だった。西条研修 も、まるでバス遠足にで

も行 くような調子で始まった。

5月 16日、あつけない程空間‐的な西条に、いささ

か戸惑いなが ら研修センターヘ入った

`や
や気疲れ

のする講演とt夕食のあと、文系と理系に分かれて

の研修。教授の方々の心使いで、堅苦しい研修とい

うより、談和会 といった感じで、一番心に残ってい

る。殊に私は、教授に近い席にいたため、より親近

感を覚えたのかも知れないが、あのょぅに教授と話

せる機会がもっとあれば、という気がする。

夜。チューターグルニプ別に、或 |ヽ は勝手気まま

に集まつて、歌つた り、 レクレーションに興 じた り、

いわば、 自主的な友好研修で過 ごした。同 じ総科で、

顔は知 っていて も話 したことがなかったとか、名前

を知 らなか ったとか、そんな人が少 しずつ減 って

い くのは、 とても気分のいい ものだった。

2日 日は、午前のチ ューター別研修、 そして午後

のソフ トボール大会。西条研修で何が一番良かった

か と尋ねたら、ソフ トボールだ と答 える人は多いの

ではないだろうか。チームが決定 したときか ら、そ

れぞれのテーム内の団結は深ま り、試合の ときは絶

頂にあった。途中か ら降 りだした雨が、いっそう盛

り上 らせたけれど、惜 しくも中止 となった。

帰 る間際の表彰式は、入所式 と同じ部屋で行われ

たけれ ど、研修セ ンターに来たばか りの時 とは、ま

るで違 う空気が流れていた。

総科 56生の明るさには、少 し空騒 ぎな部分があ

った。 それが消えてはいないけれ ど、その明るさは

嘘 じゃない、私達は本当にみんなで団結できるんだ

と、そんな気がした。

100人余 の仲間と、彼 らに共通の、ひとつの心

を乗せて、バスは広島へ と向 った。 この先、今の結

束を保 ち、強化してい くか否かは、私達次第である

と思 う。

西条研修PART I「円盤の襲来」

16日 (土 )の 夜 、 ぼ く達 4'8チ ューターグル

ープは、なぜか しらオリエンテーション・ キ ャンプの

再現をしていました。つまり、オ リキ ャンで覚えた

ゲームを手 当 り次 第 や っていた訳 です。八百屋 さ

んでみんなの名前を確かめた後、震源地当て、大工

のキツツキさん、ロック・マイ・ソウル等々 ……・。

震源地 一― S君がさん ざん馬鹿にされました。 と

い うの も彼の辺 りで握手の伝わるペースが鈍るか ら

なのですが、犯人は外の人だったのか も知れません。

面白かったのは、実際はほとんど波を出さなか った

Y君がほ とんど毎回疑われたこと。メガネの奥のニ

ヤケた眼つ きのせいなのでしょうか ?

(外 のゲームは飛ばして )と か くするうち夜 も更

けました。がぜんノッテきたぼく達は知 る人ぞ知 る

あの「 円盤 」をおっ始めることになったのです。す

るとそこへ足元の危なっか しいM先生が現われて、

す ぐに止めて寝ろ、 と言います。と、 その舌の根の

乾かぬうちに、若い者が集 まれば何かあるのが当然

だ、みたいなことを言 う訳 です。ぼく達は拍子抜け

がしてその夜の円盤は燃焼 し尽 くさないまま不時着

したのです。
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5645122山 田 順 二

17日 (日 )ソ フ トボール大会では我がウサギ さん

チームは残敗。しかし、ぼく達は降 りしきる雨の中

やったのです 、円盤を。 リー ド「 エンバン・エンバ

ン」―同 (繰 り返 し )、 「 0△型 エンバン(繰 り返

し)「 口×型エンバン (繰 り返し刀「 が」「 やつて来た

(繰 り返し )」「 西条 グラウンドにやって来た (繰

り返 し)」「 たまげた、たまげた、た―まげた (繰

り返 し )」 一 熱気、汗、 4・ 8チ ュータニは完全燃

焼 しました。そして、湯気を立てなが ら研修セ ンタ

ーヘ走 って戻 ったのです。

5時 30分過 ぎ、広大べ帰 りついたぼ く達は、半

地下の 15号教室で簡単に反省会を済ませ、総科の

玄関前に出ました。落込みの S君 にリードをとらせ

て再度円盤をや りました。そして、後か ら出て きた

総科の仲間達 と「 安芸の国 」を大声で歌 ったのです。

総科ってイイところだなあ′

Ｉ
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今 ,オ リキ ャ ンに思 うこ と

ヽ

｀
連帯のい とぐらをとらえる

″こうい う言葉が、

今年度入学生の手引 きの、オ リキャンの説明中にあ

る。これがオリキ ャンの趣旨である。その象徴たる

第一の行事は、キャンプファイアーであろう。

日の落ちたフ ァイアー場の ざわめきが消えて、火

の神の声に唱和する頓にな ると、私達の心の中に、

これか ら始 まろうとする祭典への期待が、ずっしり

と重 くのしかかって来た。そして点火・… 炎̈が燃え

上がると同時に私達の重圧は燃え尽 くされ、祭典へ

の参加者になる。 その躍動感が、いたる所か ら伝わ

ってくる。「 す ごい。′」「 すばらしい .′ 」周囲の者

達が、そう叫んでいる。フェローと新入生、先輩 と

後輩 といった関係はなかった。誰 もがオリキ ャンに

参加 した一人一人の仲間 として存在 し、燃え上がる

炎を見つめ、 レクに参加 している。炎天下のレクで

疲れた人達 も、 その疲れを忘れたかのように騒いで

いる一―あの時誰 もが、オリキャンに参加 して良か

ったと、思 ったのではないだろうか。

ファイナルで、 トーチの火がひとつひ とつのロウ

ソクに移 され、光の輪が広がる中、私達はさっきま

での騒 ぎとは異なった意味で、心のつなが りを感 じ

私の研究分野は流体物理

であ る。現在は衝撃波 加熱

による気体の電離過程を調べ

てい る。 ここでは詳しいこと

は省略 し、衝撃波についての

話 と、将来の夢を述べる。

衝撃波とい うのは、超音速

で飛行する飛行機の翼端か ら

発する衝撃波 と同 じものである。衝撃波が通過する

と、その波面の前後で種々の物理量の飛躍が起 る。

波面背後では急激に圧力・温度・密度が大 となる。

例 えば、 1気圧 の空 気 中 でマ ッハ 2(音速の 2

倍 )で 伝わ る垂 直衝 撃波 を考 え ると、波面背後

<シ リーズ・ 学問のすすめ>

そのИ 衝 撃 波 の 研 究 と 私 の 夢

5645006 石  川  明  徳

なが ら、ファイアー場を後にした。

キャンプでは、今まで知 らなかった者同志が、急

速に親しくなるとい うことがよくある。 それは、キ

ャンプという場が、日常の生活 とは異なった雰囲気

にあるか ら、 とい うことか もしれない。確かにそう

であろうが、みんな自分を素直に表現 し、認識 しあ

っていることもひとつの理由ではあるまいか。キャ

ンプでは、認識しあうことは必須の事項である。お

互いの存在を、尊重 して活動 していかなければな ら

ない。

総科で長い間言い続け られ、伝統 となっているこ

とに、強い連帯がある。みんなが協力 し合って、押

し進めてい くのが総科である。今、 56年度総科生

は、着実な一歩を踏み出 し始めている。 この歩みが

続 く限 り、私達はあのファイアーの前で感 じた、心

のつなが りを忘れてはな らない。

もう早い もので、オ リキャンか ら1ケ 月余 り、ま

だ心の中に、あのロウソクの火は、燃えているだろ

うか。

江  田  憲  彰

では圧力は 45気圧、温度は約 200℃になる。こ

れがマ ッハ 5の速度では 29気圧、 1,440℃ に も

なるのである。原爆の爆発で起 された衝撃波は、球

面衝撃波 として伝播 してい くのであるが、衝撃波の

性質か らもあの惨状は予期 され得た。 この球面衝撃

波の波面前後の関係式は 1943年 に英の G.I.
Tayler が求めた ものであるが、軍事的要請か ら

発表が とめられ、 1946年 に発表 された ものであ

る。米英は連合国であったか ら、原爆開発の科学者

達はこの式のことを知 り得ていたであろう。直接に

原爆の開発に携わった者、またその及ぼす物理的影

響を計算した者等ヽここにも科学者の良心、社会的

責任の重 さの一端 をかいまみる思いがする。現在の

9 -―
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科学研究は何 らかの形で軍事に結 びつかない ものは

ない といわれる。悪用 された時の威力がどれ程の も

のであるか知 り得 る研究者達は、 その科学 の成果が

どの様に使われ るか見 とどける責任がある。 しかし

自分 も含めてであるが、現在の研究者 を考えれば各

人 それ ぞれ蛤壺に入った状態で、研究を通 じて自分

の自然観、社会観を切 り開 き、社会的存在意義をみ

とおす姿勢が弱い。加えて見かけ上研究者があふれ

ている状態が作 られてお り過当競争により、いわゆ

る業績が求め られる。 こうなれば、安易な報告書作

りに追われ、研究者 としての 自覚・責任などはふっ

飛んでしまいがちである。 こうなつてはいけない。

これを克服するには、研究体制等考 えるべき問題は

多 々あるが、 自分にはこれを論ずる知識に乏 しい、

最後は己れの良心が基 とな るであろう。

さて、この衝撃波を簡単に発生 させるには衝撃波

管 を用いる。 これは管を隔膜で 2つの気室に分けた

もので、一方に高気圧の気体を入れ もう一方を低圧

にし、膜を急に とり除 くことで低圧室側に衝撃波を

発生 させる。現在手持 ちの装置で、波面の速度約

3000/Z/S、 クリプトンガスでセッハ 数約 13が得ら

れる。 この時の衝撃波背後の温度は約 15000℃ と

なる。衝撃波前後の変イヒがステップ状であることを

利用 して主に化学の分野で反応速度を研究するのに

用い られている。また、物理・工学の世界で も超音

速風洞 として用いた り、よ り強い衝撃波では背後が

高温になるので、熱電離 プラズマの研究に も用い ら

れ る。私の研究対象 もこれである。更に強い衝撃波

を作 り、核融合を行なわせようという試み もある。

その際のモデルはディーゼルエンジンと同じで、衝

撃波管 を用い、燃料の重水素を少量管の中に注 ぎ込

み、衝撃波を飛ばし、高温・高密度プラズマを作 り

核融合を行なわせる。 これを一定の周期でくり返し

行なわせようとい うわけである。

現在我々の ところでは、衝撃波背後の急激な変イヒ

を利用し、気体の熱電離のメカニズムを追っている。

これまで愉ガスを用いて実験 して来たが、 この電

離のメカニズムは、途中で第一励起準位 に原子のエ

ネルギー状態が上げ られ、その後電離へ と進むこと

が分 った。これか らは簡単な二原子分子 と ガスを

混合 し、二原子分子の解離が、電離にどの様に影響

するかを追求する。

現在の装置では一発の衝撃波を発生 させるのに丸

一日かかる。これは主に低圧室を真空にひき、測定

部 (マ ッハツェンダー干渉計 )を調整するのに費される。

準備万端整えば「 発射 」とい うことになるのである。

が、およそ 10のノウレブやコックの操作・測定部のオ

ッシロの調整・接写カメラのセ ット等、直前にやる

べ き項 目がた くさんあり、テンテコマイである。測

定系に関しては、単発の衝撃波に うまく同期 してデ

ータをとらなければな らない。 この同期に失敗すれ

ば実験データは一つ もとれない。失敗すれば、高価

な試料気体、また時間がすべて無に帰する。まさに

毎回発射の瞬間は祈 る気持である。

以上が今やっていることと、近い将来 にやろうと

してい ることである。この研究自体には、環境科学

コースの学生の教育に直接結びつ くものは少ない。

直接学部の学生に還元 できるもの として、言葉通 り

の環境問題を扱 ってみたい。将来の夢 とい うのはこ

れである。研究者は一度決めた進路は変え難い。自

然科学では特にそうである。が、流体物理で、流れ

の問題を扱 っているので、 この手法を活用し、海流

のシ ミュレーション及び観測データ収集等をやって

みたい。 これ らの実測データは、行政官庁 (特に海

上保安庁等 )が時々行なっているが、シ ミュレーシ

ョンを行な うにはデータ数が足 りない。 これまでの

観測のや り方では莫大な費用を要するが、現在では

長期間の観測 を行なわせるシステムが、手近な計算

機を組み込むことで可能で安価に出来 る。まずは観

■ll機器の開発 よりとりかか りたい。学部の若い人達

に触発 されて、いっしょにやってみたい ものである。

(基礎科学研究・ 助手 )

<シ リーズ・学問のすすめ>

その 15 社
△
バ

Q:社会人類学ってあまり聞き慣れないことばだけ

れど、どんな学問なんですか?文化人類学とどう違
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学類人

うのですか ?

A:簡単にいう

山 下 晋 司

と、文イヒ人類学は主にアメリカで発


